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1. 開発の経緯 

 核反応データの流通の仕組みは、インターネットの発達とともに、ここ十年余の間に

劇的に変化した。国際的な実験核反応データベースである EXFOR は、かつては各センタ

ーで採録されたものが一旦 IAEA に集められ、それを磁気テープの形にまとめたものが、

センターに配られていた。各センターはそれを大型計算機にロードして、リクエストが

あれば端末からの検索を行い、必要なデータを利用者にディスクを郵送するなどしてデ

ータの配布を行っていた。評価済データの場合も状況は同様である。 

1990 年代後半のインターネットの急速な普及は、この状況を一変させた。IAEA-NDS

や BNL-NNDC では、telnet を用いたデータサービスを開始したが、高エネルギー物理学

の文献情報などを流通させるために開発された www が普及すると、核データのサービス

もこれにとって変えられ、現在に至る。ADSL や光通信の普及は、自宅からのインターネ

ットアクセスを容易にし、いまや誰もが自宅に居ながらにして、手軽に核データにアク

セスできる。日本では、1995 年には原研核データセンターが、翌 1996 年には日本荷電粒

子核反応データグループ（JCPRG）が、それぞれホームページを開設して www による核

データの提供を開始した[1,2]。現在は www と並ぶもう一つのデータ流通手段として

CD-ROM も有力である。データの更新が容易な点では www の方が優位に立っている。 
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 さて、上に記した日本の 2 つのセンターは、国際核反応データセンター網（NRDC [3]）

の枠組みの中では、実験核データの採録と評価済核データの整備という責任をそれぞれ

担っているが、国内における二つの活動の交流は従来盛んであったとは言えず、www を

通じたデータの公開に関しても、実験核データと評価済核データの提供をそれぞれのセ

ンターが独立して行ってきた。海外では、いくつかのデータセンターが実験データと評

価済核データを横断的に扱うサービスを公開しているが、扱える物理量が限定されてい

たり同時に検索することが不可能であったり、実験データと評価済核データの状況を広

く把握することができる汎用のサービスが確立されているとは言いがたい。 

このような状況のもとで、文部科学省の「革新的原子力システム技術開発公募事業」

の 1 事業として「高度放射線測定技術による革新炉用原子核データに関する研究開発」

が採択された。この研究開発の中では、全立体角ゲルマニウムスペクトロメータの開発、

核データの実験研究、得られた測定値に対する評価が行われることとなった。そして、

この一連の過程に位置づけられる形で、実験核データと評価済核データを処理する「総

合核データ利用システム」が開発されることになった。この「総合核データ利用システ

ム」は、www を通じたデータ利用システムであり、実験核データや評価済核データの検

索と作図を行う「検索・作図システム」と、炉定数作成やベンチマーク計算を行う「加

工・利用システム」の二つのサブシステムからなる。「総合核データ利用システム」全体

の概要と「加工・利用システム」の詳細に関しては、本ニュースの 2003 年秋の学会の報

告[4]を参照していただくこととして、以下では「検索・作図システム」の現状を報告す

ることとする。システムに格納する既存のデータベースとしては、EXFOR書式[5]と ENDF

書式[6]に格納された実験・評価済核反応データファイルを想定している。検索・作図シ

ステムの位置づけを図 1 に示す。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 1 検索・作図システムの位置づけ 
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2. 検索内容の指定の実行 

図 2 に検索・作図システムの検索画面を示す。条件を指定して検索実行ボタンを押す。 

 

反応式の指定 

標的核・入射粒子・放出粒子（反応過程の場合もある）・残留核を記述する欄がある。

これらは“N”, “G”, “P”, “26-FE-56”や“Fe-56”などと指定ができる。 

入射・放出粒子に関しては記述欄の他に 2 種類の選択式入力欄があり、中性子・陽子

のような軽粒子を入力するものと、データベース上の全ての場合から選択できるものと

がある。 

 

物理量の指定 

 EXFOR や ENDF のファイルでは、物理量が REACTION や（MF, MT）という形式で表

されるが、ここでは、www 検索向けに定義された分かりやすい物理量の分類からの選択

をする。 

 

入射エネルギー（あるいはその範囲）の指定 

 単位の指定によりエネルギーか運動量が選択できる。入射エネルギーが実験室系入射

エネルギーか重心エネルギー（標的と入射粒子の間の相対運動エネルギー）なのかも指

定できる。 

 

参照する座標の指定 

 微分量の場合は物理量が参照する座標系（実験室系・重心系）に依存性する。特に、

実験室系あるいは重心系で与えられた物理量のみを検索する場合は、ここで座標系を指

定する。 

 

書誌情報の指定 

 著者名・掲載誌・出版年を指定することができる。掲載誌に関しては、現在は主要数

誌のみが指定できる。また EXFOR データに一意に振られた番号（受入番号）での指定も

できる。 

 

作図に必要な情報の指定 

 検索結果に対して作図したい場合は、横軸・縦軸に用いる物理量をここで予め指定す

る。 

 

結果の表示に関する指定 

 検索結果表示のオプションが指定できる。現在は１画面あたりの表示件数が指定でき
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る。 

 

物理量の詳細の指定 

 EXFOR や ENDF で採用されている、より細かな分類から物理量の検索をしたい場合に

用いる。 

 

 

 

反応・物理量 

書誌情報 

作図情報 

進んだ検索 

図2 検索内容の指定 
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3. 検索結果の表示と作図の実行 

 図 3 に検索結果の表示の一例を示す。 

 

検索結果は、実験データと評価済データそれぞれに関して表の形で示される。表には、

作図対象を指定するためのチェックボックス・データ番号・反応式と物理量（EXFOR 形

式・主著者・書誌情報が列記される。なお、検索実行の際に作図に必要な情報（横軸・

縦軸）を指定しなかった場合には、この画面に作図のためのチェックボックスは表示さ

れない。 

 

 作図する場合には、作図を希望するデータセットをチェックして作図ボタンを押す。 

 
4. 作図結果の表示と調整 

図 4 に作図結果の表示の一例を示す。 

 

この例では、非常に広いエネルギー範囲の断面積を作図したために、データ点が横軸

と縦軸の上に重なってしまった。このような場合を含め、最初の作図結果で満足できな

い場合には、作図条件を調整して再度作図することになる。現在、調整ができる項目と

して以下のものが用意されている。 

 

1. 図の表題 

2. 横軸・縦軸に添える文字列 

3. 横軸・縦軸の目盛の種類（片対数・両対数）とその範囲 

4. 各データをあらわす点・線の凡例の文字列と位置 

5. 各データをあらわす点・線の種類・大きさ・幅 

 

また、利用者の手持ちの数値データをシステムにアップロードして、検索結果の作図

に加えることも可能である。図 5 は、これらの項目に関して幾つかの作図条件の調整を

行った上で、図 4 を再作図した結果である（グラフ画像のみを示す）。画面上には、図 5

に示されるような png 形式の画像ファイルとして表示されるが、これを ps, eps, pdf 形式

のファイルとして、カラーか白黒を指定してダウンロードすることも可能となっている。

これによって、より品質の良いファイルが得られる。 
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作図対象をチェック 

実験データ 

評価済データ 

図 3 検索結果の表示 
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図4 作図結果の表示と調整 
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5. 今後の課題と展望 

「検索・作図システム」の開発状況は以上に述べたとおりである。既存の実験核デー

タベース、評価済核データベースを横断的に検索し、それに利用者が持つ新しい数値デ

ータを加えて作図する、この流れが一通り実行できるところまでシステムが完成してい

ることがお分かりいただけよう。我々はこの一連の流れを多くの検討や試作を通じて可

能にした。今後は、このシステムをより便利で使いやすくすることを目指して、以下の

ような改良を行う予定である。 

 

1. 検索結果の妥当性の確認（他センターのサイトの出力との比較） 

2. 2 変数データの作図（2 次元・3 次元） 

3. 評価済データの各種前処理の実装（有限温度処理・補間許容誤差設定） 

4. 評価済データの作図物理量の拡張（エネルギー分布・二重微分断面積） 

5. 格納データベースの拡張（例えば非中性子入射評価済核データ、CINDA など） 

6. 既知のバグの修正 

 

 

図5 作図条件を調整して再作図した結果の表示 
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これらの改良などを進めて、2007 年 3 月にはこの検索・作図システムが最終的に完成

する予定である。まだ、改良の余地が多くあるので、関係者の皆さんからの提案などを

歓迎する。 

 

 核反応データを提供するウェブサイトは世界に複数存在するが、実験核データ・評価

済核データに渡って広く横断的に検索・作図を行う使いやすいシステムはまだ見当たら

ない。そのようなシステムの開発の際には、ファイルの規格や思想が大きく異なってい

る二つのファイルの両方に通じている必要がある。実験核データと評価済核データをそ

れぞれ専門的に扱っている二つのセンターが共同して開発に取り組む意義がここにある。

昨今のインターネットの発達の下では「データサービスなど優れたサービスができるセ

ンターが一つあればそれで充分である」という過激な意見すら出かねない。しかし、わ

が国がこの分野で世界に一つの軸を形成することはデータ活動の上でも意義深いことな

のではないか、と感じることがある。データ配布サービスに関わることは配布データに

対して責任を負うことを意味する。従来、JCPRG は採録データの他センターへの送信に

重点を置いてきた。しかし、データをユーザに提供する立場になった現在、我々はデー

タを送信する他のセンターの採録に関しても（荷電粒子データのみならず中性子データ

に関しても）積極的に助言するようになった。このことが EXFOR の採録品質の向上をも

たらしている。このように、「検索・作図システム」の開発は本事業に留まらない広いス

ケールで、我々の核データ活動の活性化に大きく寄与している。 

「検索・作図システム」の開発を背後から支えてくださっている北海道大学の吉田ひ

とみさんをはじめとする多くの関係者の方々にこの場所を借りてお礼申し上げたい。 

 

 本研究開発は、文部科学省「革新的原子力システム技術開発公募事業」のうち「高度

放射線測定技術による革新炉用原子核データに関する研究開発」により実施された。 
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